令和７年度　自己評価・学校関係者評価書
令和８年３月
川崎幼稚園
園長　渡邊伊彦
　１　　幼稚園の教育目標　
・健康で明るい子
・努力と忍耐　がまん強い子
・自分で考え工夫してやりぬく子

　２　本年度の重点課題
	　子ども達が安心安全に過ごせる場を提供していく。



３　評価項目の達成及び取り組み
	評価項目
	結果
	関係者評価

	保育の計画性
	B
	・以前行っていた、保育者同士で保育を見せ合いながら意見を出してもらうようにしてもらえばよいのではないか。
・学研から出ているこども園教育指針を有効活用していくと良い。

	保育の在り方
	A
	・職員会議の場で、こどもの様子を伝えているので良い。
・先生方が謙遜している部分もあるのではないか。


	保育者としての資質
	A
	・保育以外の事についてアンテナを張っていけるようにしていきたい。
・こども最優先で考えていると思いう。


	
保護者への対応

	B
	・職員に苦情解決について職員会議で再度通知をしていく。
・幼稚園と保育園の違いを分かってもらうようにする。
・保護者アンケートで、“来年度期待すること”をいれてみる

	地域の自然や地域との関わり
	B
	・地域の小学校や高校に散歩で出かけることは良いことです。
・緊急時は地域に開放できるようにしていく事を伝えていく。


	研修と研究
	B
	・新園舎は耐震が1.5倍なので全園児逃げるようにしていく。
・万が一、浜岡原発から放射能警報が出た場合は新園舎に逃げる。


	地域における
子育て支援
	C
	・パンフレットも、ポルトガル語で作成していくと良いのではないか。






　　　　　結果の表示方法　　　Ａ 十分達成されている
　　　　　Ｂ 達成されている
Ｃ 取り組まれているが、成果が十分でない
　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ 取り組みが不十分である

３　学校関係者評価委員会
・自己評価の結果を見る限り、先生方はとても一生懸命にこども達の事を考えて活動していると思う。職員間の連携も取れているので、このまま継続できるようにしてもらいたいです。
・評価表について、難しい設問もあるので今一度管理職で見直していくと良いです。
・職員の意見の中で、「保育を振り返る時間がない。子どもと離れる時間もなく、他の先生と意見・情報交換が取りにくい等」について、次年度に少しでも時間を作れるようにしてください。職員の提案に寄り添ってください。
・行事の在り方についても職員からの意見があり、運動会の時期や鼓隊についてどうしていくべきなのかをしっかり管理職で話し合ってください。
等の意見を頂きました。

今回頂いた意見をまずは管理職でしっかり話をしていきながら、現場の職員に伝えていきたいと思います。

